
非耕作農地のまとまり。
（トンボ類、シギ・チドリ類の利用）

周辺には以下の注目すべき場がある。

北側にある大槌川、小槌川にはサケ、
サクラマス等が生息。
海域にはアマモが生育する。

2012 年生態系監視調査（干潟）
　鵜住居川では 28種（希少な種 1種を含む）を確認。
環境は調査場所を大きく変えざるを得ない程変化したが、
新しい環境で底生動物相の回復傾向を確認。（鵜住居川）

2012 年生態系監視調査（アマモ場）
　震災前と同様にアマモ、タチアマモの
2種の生育を確認。（広田湾）

残存するまとまった砂浜。
（砂丘植生、砂浜性昆虫類の生息の場）

非耕作農地のまとまり。
（トンボ類、シギ・チドリ類の利用）

河口の北側に残った砂浜海岸。
（砂浜性昆虫類の生息の場）

被災した海岸防災林と
非耕作農地のまとまり。

・根浜海岸（ねはまかいがん）
長く延びた特徴ある砂嘴地形は消失。

・高田松原
（たかたまつばら）
日本の白砂青松百選。
東北の代表的景観が
失われた。

・高田松原のクロマツ植栽林
（特定植物群落）

・古川沼（ふるかわぬま）
汽水域へ変化。
水域へはコクガンが飛来。

・小友浦（おともうら）
干潟にはアサリ稚貝をはじめ底生
動物が多く再生しつつある。
ミズアオイ、タコノアシ等、希少
な植物が生育して湿地を形成。ア
マモ場、干潟、湿地のつながりが
できつつある。

まとまったアマモ場、藻場。
（水域におけるネットワークの
拠点、魚介類の産卵場、稚魚
の育生場、コクガン等渡り鳥
の採餌場、休息場）

2013 年生態系監視調査サイト
（小友浦）

・浪板海岸（なみいたかいがん）
吉里吉里海岸（きりきりかいがん）
アマモ、スゲアマモ、タチアマモ
の群落が大打撃を受けたが回復す
る可能性がある。

・四十八坂海岸
（しじゅうやさかかいがん）
断崖地、岩礁と藻場のつながり。

断崖地、岩礁、
島と藻場のつながり。

残存する砂浜と非耕作農地
（湿地環境）のまとまり（シギ・
チドリ類、トンボ類の生息場）

周辺には以下の注目すべき場
がある。

(6)a 荒神 ( あらがみ )、弁天島
（べんてんじま）
砂浜と岩浜が隣接する貴重　
な場。マガキ、テングヨコ　
エビ等が生息。

(6)b 小谷鳥（こやどり）
淡水が集まる豊かな湿地。

(6)c 前須賀（まえすか）
まとまった砂浜に希少な植　
物、昆虫が生息。

非耕作農地のまとまり。
（トンボ類やシギ類、チドリ類
の利用）

断崖地、岩礁、藻場のまとまり。

小規模な非耕作農地のまとまり。

断崖地、広葉樹自然林のつながり。

アマモ場
震災後縮小したが、その後、
増加傾向。コクガンも飛来。

・折立川河口の干潟
湾内の干潟は震災により打撃を受けたが、2012 年以降、
アサリが再び確認される等、底生動物が増加している。

・水戸部川（みとべがわ）
藻場、アマモ場、湿地植生、
非耕作農地のつながり。

・神割崎のクロマツ林
（特定植物群落）

・神割崎
（かみわりさき）
日本の白砂青松
百選

・折立川（おりたてがわ）
海から陸へのつながり。
（アマモ場、干潟、新たな水面、
非耕作農地、残存樹林地）

藻場、砂浜、残存樹林地のつながり。

砂丘植生とその生育基盤であ
る砂浜のまとまり。
（砂浜性昆虫類の生育基盤、シ
ギ・チドリ等鳥類の生息の場）

湿地植生
（ヨシ、ツルヨシ群落のまとまり）

・津谷川（つやがわ）河口域
砂浜、新たな水面、森林・残
存樹林地のまとまり。
河口部のかつての砂浜、海岸
防災林は流出したが、新たな
砂浜、新たな水面、新たな干
潟が形成された。右岸の新た
な干潟にはアサリをはじめと
する各種底生動物の生息が確
認されている。

・長面浦（なかつらうら）
藻場、干潟が分布する
汽水域。

砂浜の消失

新たな、水面、干潟、湿地植生、
非耕作農地による広大な湿性
環境。（サギ、ガン、カモ類の
利用）

・北上川とその支川
ニホンウナギ、モクズガニ等回遊性
生物の生息。ヒヌマイトトンボ等の
希少な種の生息。

湿地植生（現存するヨシ原）
オオヨシキリの繁殖地、オ
オセッカの生息場。
イトメやアリアケモドキを
豊富に産する、貧鹹水性の
生態系。
北上川のヨシ原
残したい日本の音風景百選。

シジミ漁場

非耕作農地（水田雑草群落）に新たな水面
が多数出現。低塩分な水域では、ミズアオイ、
リュウノヒゲモ等の希少な植物が多く生育。

湿地植生
比較的高塩分なヨシ原は、
震災影響を大きく受けた
が、植生が戻りつつある。

・舞根湾（もうねわん）
新たに形成された干潟、湿地植
生、非耕作農地（水田雑草群落）
のまとまり（アサリなど干潟を
代表する生物の分布、希少な植
物の生育、ニホンウナギ等回遊
魚の生息）。

・田中浜（たなかはま）
小田の浜（おだのはま）
（日本の快水浴場百選）
残存する砂浜・砂丘植
生、後背の樹林、非耕
作農地等の海から陸へ
のつながり。

田中浜

小田の浜

・九九鳴き浜（くくなきはま）
鳴き砂の浜（残存）。
スナガニの北限生息地。

・十八鳴浜（くぐなりはま）
鳴き砂の浜（残存）
日本の渚百選

非耕作農地、砂浜、残存樹林地
のまとまり。

・大島十八鳴浜のアカマツ林
（特定植物群落）

干潟、アマモ場、
藻場等のつながり。

(6)b 小谷鳥(6)c 前須賀

(6)a 荒神、弁天島

・関口川 (せきぐちがわ )
希少なハゼ類や回遊魚類の生息。
アサリやアシハラガニ等の生息。
河川と非耕作農地、残存樹林地の
まとまり。

・大島（おおしま）、小島（こじま）
北限の常緑広葉樹林が残存。

・浦の浜（うらのはま）
点在する残存樹林地と非耕作農地
のつながり。

・織笠川（おりかさがわ）
アマモ場、アサリが生息する干潟
と河川のつながり。
希少なハゼ類やサケ、サクラマス、
アユ等の回遊性魚類の生息。
河川を中心に周辺に広がる湿地植
生、非耕作農地（湿地環境）のま
とまり。（トンボ類、サギ類の生
息場）

浪板海岸

吉里吉里海岸

2012 年生態系監視調査（干潟）
　織笠川では 41 種（希少な種 2
種を含む）を確認。2013 年に
はアサリ、ホソウミニナ等、震
災前に生息していた種が回復。
（織笠川河口）

2012 年生態系監視調査（アマモ場）
　スゲアマモとアマモの成育を確
認。湾北部と湾央部では、震災前
後で変化なく密生していたが、湾
奥部の織笠川河口沖では、分布域、
密度ともに減少していた。（山田湾）

モニタリングサイト 1000（海鳥）
　国指定天然記念物「オオミズナギドリおよび
ヒメクロウミツバメ繁殖地」、国指定三貫島鳥
獣保護区。（特別保護地区）
　津波による土壌流失や植生への塩害等の他、
ウミツバメ営巣地の一部埋没する直接被害が
あった。2012 年調査では、オオミズナギドリ
の繁殖、ウミツバメ類他の生息を確認した。
（三貫島：さんがんじま）

・鵜住居川（うのすまいがわ）
河口部は大きく変化したが、鵜住居川は上
流にダムのない河川であり、河川の連続性
が保たれている。（ニホンウナギ等回遊性魚
類の生息）新しい河口部のやや上流にはヨ
シ原が発達しつつある。周囲の泥干潟には
ヤマトシジミが比較的多い。
河川を中心に周辺に広がる湿地植生、非耕
作農地等、湿性環境のつながり。

100 年前は、湿地であっ
た広大な非耕作農地のま
とまり。

100 年前は、湿地であっ
た広大な非耕作農地のま
とまり。

・富士沼
希少な種を含む湿地植生の
生育、トンボ類等の利用

・大島のアカガシ林
（特定植物群落）

2012 年生態系監視調査（干潟）
　32 種（希少な種１種を含む）
の底生動物を確認。震災で外海の
影響をうけたとみられる状況が
あった。二枚貝類の回復も比較的
順調（長面浦）

2012 年生態系監視調査（干潟）
　22種（希少な種3種を含む）の底生動物を確認。
ヤマトシジミ、アリアケモドキは減少したが貧
鹹水を特徴づける主な種は確認。（北上川河口）

・気仙川（けせんがわ）
ニホンウナギ等の回遊
性魚類の生息。

・荒島のタブノキ林
（特定植物群落）

・椿島のヤブツバキ林
（特定植物群落）

・長面浜の砂丘植生
（特定植物群落）

・追波川の河辺植生
（特定植物群落）

細浦

三貫島

2012 年モニタリングサイト 1000（藻場）
　アラメ主体の群落で、寒海性と暖海性
コンブ目が共存する海域の代表的な藻場
の一つ。2012 年は一部で著しいワカメの
繁茂、ウルシグサ等の出現、アラメ幼体
の出現頻度の高さが特徴。（志津川湾）

2012 年モニタリングサイト 1000（アマモ場）
　震災前に確認されていたアマモ植生はほと
んどが消失。一部実生などが確認されたが、
著しい植生の回復はみられなかった。（根浜）

2012 年モニタリングサイト 1000
（アマモ場）
　震災前に確認されていたアマモ
植生はほとんどが消失。一部、回
復が確認されたが、密度は震災前
より著しく低かった。（吉里吉里）

2012 年生態系監視調査（藻場）
　震災前にも確認されていたマコ
ンブ、トゲモクなどが高密度で確
認された。（山田湾）
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